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1 まえがき

近年，Twitter や Instagram などインターネット上の SNS で

は，あるユーザが投稿した写真やビデオなどのマルチメディアコ

ンテンツに対し，他のユーザがそのコンテンツに関して感想コメ

ントを投稿するなど，ユーザ同士がマルチメディアコンテンツを

通してコミュニケーションする機会が増えている．

SNS上では，ユーザの投稿に対して自動応答する「ボット」と

呼ばれる対話システムが多数開発されているが，既存のボットは，

基本的にはテキストベースの対話を対象としている．こうした対

話システムが，写真やビデオなどのマルチメディアコンテンツを

用いた対話をできるようになれば，ボットと人が自然で楽しい対

話をすることができるようになると考えられる．

本研究では，様々なマルチメディアコンテンツのうち，SNS上

で最も多く扱われている「写真」に注目し，写真を提示された際

に，人と同じような感想コメントをすることができるような対話

システムの実現を目指す．

本発表では，画像認識に広く用いられる Convolutional Neural

Network (CNN)と，高精度な予測ができると言われている双方

向 Reccurent Neural Network (RNN) を組み合わせたモデルを

用いて，画像から感想コメントを生成するシステムの検討をする．

2 関連研究

画像認識の分野において，画像中の物体を認識してその名前を

答えるだけでなく，その画像が何であるかを文章の形で答える技

術は，キャプショニングと呼ばれ，広く研究されている [1]．従来

は，画像に応じて，適する文を幾つかの候補の中から選択するア

プローチがとられていたが，近年は言語モデルを用いて文を生成

するアプローチも多い．最近，深層学習，特に RNNの発展によ

り，キャプショニングにも深層学習が利用されるようになり，高

品質な説明文生成が可能となっている [2]．

3 提案手法

従来のキャプショニングと同様，本研究で対象とする感想コメ

ントを生成するためには，画像及び，その画像に対する感想コメ

ントの組が大量に必要である．こうしたデータを収集するため，

本研究では，Twitter の画像付き Tweet に着目する．画像付き

Tweetに対する Replyは，その画像に対する感想コメントである

ことが多いと仮定し，Twitterに投稿された画像付き Tweetと，

その Replyの組を収集する．

提案するコメント文生成システムの深層学習モデルを図 1に示

す．このモデルでは，まず ImageNetの画像で学習した VGG16

モデルを用いて画像から特徴抽出を行い，その結果を双方向RNN

Fig.1 A bidirectional RNN model.
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Fig.2 An example of the results.

へと入力する．双方向 RNN の出力をそれぞれ全結合層に入力

し，最終的な単語の尤度分布を得る．その尤度に応じて単語をサ

ンプリングすることで，最終的な出力とする．

4 実験

Twitterから，約 4000件の「birthday」「cake」を含む画像つ

き Tweetを抽出し，それに対する Replyと共に保存し，データ

セットとした．このデータセットを用い，前述のモデルを学習し

た．この時，文の最大系列長を 15単語とした．

学習したモデルを用い，別途収集した画像に対して感想コメン

トを生成した．結果の例を図 2に示す．

5 まとめ

本稿では，画像を入力として，その画像に対する感想コメント

を自動生成することを目的とし，双方向 RNNを用いたシステム

の検討を行なった．現状では生成される文が不自然な場合がある

ため，モデルのさらなる改良が必要である．
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